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	応用
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	背景
	この遺伝子によってコードされるタンパク質は、ATP結合カセット（ABC）トランスポータースーパーファミリーのメンバーです。ABCタンパク質は、細胞外膜および細胞内膜を介して様々な分子を輸送します。ABC遺伝子は7つの異なるサブファミリー（ABC1、MDR/TAP、MRP、ALD、OABP、GCN20、White）に分類されます。このタンパク質はGCN20サブファミリーのメンバーです。このスーパーファミリーの他のメンバーとは異なり、このタンパク質は、ほとんどのABCトランスポーターに特徴的な膜貫通ドメインを欠いています。このタンパク質は、腫瘍壊死因子αによって制御され、タンパク質合成と炎症プロセスの促進に関与していると考えられます。 [RefSeq提供、2008年7月],機能：mRNA翻訳に関与する可能性がある。,誘導：培養滑膜細胞におけるTNFによる。,翻訳後修飾：DNA損傷時にリン酸化される。おそらくATMまたはATRによる。,類似性：ABCトランスポーターファミリーに属する。,類似性：ABCトランスポーターファミリーに属する。EF3サブファミリーに属する。,類似性：2つのABCトランスポータードメインを含む。,サブユニット：真核生物翻訳開始因子2（eIF2）と相互作用する。リボソームと会合する。,組織特異性：普遍的。,
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